
第２回稲敷市小中学校ジャージ等統一における検討委員会 

 

１．日時 

 令和８年６月 26日（金）18：30～19：42 

 

２．場所 

  稲敷市役所 331会議室 

 

３．出席者 

  稲敷市小中学校 PTA会長、学校長 

稲敷市教育委員会 教育部長、教育政策課（課長、課長補佐、係長）、学務管理課（課

長） 

 

４．検討結果 

（１）ジャージ（体操服）の統一時期の変更 

統一時期を、令和９年４月から令和 10年４月に変更。 

（２）ジャージ（体操服）のアンケートの実施等について 

  ①実施について 

   ７月にアンケートを実施することで決定。 

  ②アンケート内容 

   住所地（旧町村地区）、統一の賛否、賛否の理由、統一する場合は何を重要視するか。 

  ③対象者 

   未就学児、小学生、中学生の保護者 

（３）カバン統一について 

   学校ごとに検討することで決定。 

 

５．個別の意見等 

（１）ジャージ（体操服）のアンケート内容について 

①意見（委員） 

今回のアンケート結果で、価格重視の方が多かった場合、新たに統一するジャージよ

りも、既存のジャージの方が良いという結果にもなる。そのため、統一時期は令和 10

年４月で決まったが、アンケート結果を見てから再度検討したいと考える。 

②回答（事務局） 

価格面の意見をいただいたが、アンケートの結果、反対が多数の場合は、勿論、統一

について、再度検討することになる。そのため、アンケート結果を集計した上で、今後

の進め方を決めることになる。 



  ③提案（事務局） 

アンケート内容について、統一の賛否、賛否の理由、統一する場合は何を重要視する

か、以外に住所地や学校名などを内容にすることも可能であるが、どう思うか。 

  ④意見（委員） 

学校名なら良いと思う。学年まで内容にすると、人数が少ない学校の場合は個人が特

定されそうで嫌と思う人もいると考える。または、地区名（旧町村単位）でも良いと感

じる。 

⑤意見（事務局） 

兄弟がいる場合も、１世帯１回答のため、学校よりも住所地の方が良いと思う。また、

集計結果を出す場合も細かくない方が見やすいと思う。 

⑥意見（委員） 

アンケートの設問に入れない限り、Google フォームだと、誰が回答したかは特定で

きないと思う。 

⑦回答（事務局） 

１人で複数回答も可能である。ただし、メールアドレスを入れるので、同じアドレス

であれば重複を削除することも可能である。 

⑧質問（委員） 

アンケートを実施するということは、結果を参照することになり、圧倒的に反対が多

かった場合は、統一はやめることになり、その場合、この検討委員会はどうなるか。 

⑨回答（事務局） 

ジャージの他にも、制服等の検討もある。 

⑩意見（委員） 

地区名を内容に入れることにより、特定の地区で反対が多くなった場合、どこまで意

見等を取り入れるか、落としどころが難しいと思う。状況により、結果がでてから検討

することになると思う。 

⑪意見（委員） 

 私は、本検討委員会に参加しているため、アンケートの結果が分かるが、他の保護者

は結果が気になると思うので、結果を知れる機会はあるか。 

⑫回答（事務局） 

この会議の報告書やアンケート結果をホームページに掲載すれば、確認できると思

うので、アンケート終了後にまとめて掲載できればと思う。 

⑬質問（委員） 

ジャージ統一における保護者アンケートの対象者について、未就学児、小学生、中学

生の保護者ということで、市内の私立の保育園等にも周知するとなっているが、市外に

通われている児童生徒等の保護者には、アンケートを実施するか。 

⑭回答（事務局） 



市外の私立中学校等に通学している生徒もいると思うが、基本的には市内の方を対

象にしたいと考えている。 

（２）カバンの統一について 

①意見（委員） 

指定カバンがない学校もあるため、指定なしにした方が、ある意味統一になるのでは

ないか。 

②意見（委員） 

既存のカバンが、中学生にとって使いやすいか知りたい。昔と違って持ち物が変わっ

ており、教科書が少なくなり、デジタル教科書も増え、タブレットを持ち帰るようにな

り、水筒も持ち込むようになると思う。普通のリュックの方が使い勝手が良く、色々な

ものが入れられ、部活動の道具も入れられるかもしれないことを考えると、カバン統一

についてはよく考えた方が良いと思う。 

③意見（委員） 

自由にすることが統一になると思う。ただし、ここで決めることでもないと思うため、

学校側で生徒会と話し合って決めた方が良いと思う。 

④質問（委員） 

カバンを統一することに何のメリットがあるか。メリットがなければ、検討する意味

がないと思う。 

⑤回答（事務局） 

メリットは、市内に親戚がいれば、おさがりが使える程度であると思う。 

検討できる学用品については、ジャージや制服なども含め、考えていきたいと思う。 

⑥意見（委員） 

カバンについては、統一したいと思っていない。 

⑦回答（事務局） 

各中学校で今まで通りのカバンを使うか、自由にするか決め、市内で統一を図らない

ということで決定したいと思う。 

⑧意見（委員） 

統一か、自由かを決めないと、次の世代が困ると思う。 

⑨回答（事務局） 

統一するとしても、来年４月から統一するとなると、メーカーや販売店も厳しいと思

う。更に、自由化するとしても、来年４月からとなると、販売店も在庫があり、厳しい

と思う。 

⑩提案（委員） 

提案になるが、販売店には在庫があり、保護者の方の中には、今のカバンが欲しい方

もいると思うので、例えば、来年度の４月から自由ではあるが、今のカバンを希望する

方は購入できるという２つの選択肢にするのも良いのではないか。 



⑪回答（事務局） 

おさがりもあると思うので、ジャージと同様に猶予期間のような感じで取ると良い

と思う。その辺りを各中学校で検討いただきたいと思う。 

（３）ジャージ（体操服）の価格について 

①質問（委員） 

統一するジャージの具体的な金額は出ているか。 

②回答（事務局） 

現状は全く決まっておらず、これからプレゼンテーション等を行い、参考の価格は出

てくると思う。しかし、具体的な価格は、市内販売店を通す形になるため、すぐには出

ないと思う。 

③質問（委員） 

ある程度、検討委員会で上限を決めておかないと、価格が高くなればなるほど、保護

者の反響も大きくなると思う。 

また、助成金等の市からのフォローは、第１回の検討委員会以降に検討したか。例え

ば、地域振興券等でも良いと思うが、金額面での色々な不満が出てくると思うため、ど

う考えているか。 

④回答（事務局） 

助成については、当初は市としても検討していたが、特定の個人（小中学生）に対し

ての助成等は難しいと判断したところである。既存の経済対策等の商品券を利用して、

購入いただきたいと思う。 

⑤質問（委員） 

商品券を使えるようにするということか。 

⑥回答（事務局） 

商工会に登録してあるところであれば、商品券は使えるはずである。 

⑦質問（委員） 

新しいメーカーだと使えないのではないか。 

⑧回答（事務局） 

基本的に市内の販売店を通すようになるので、使用できるはずである。 

⑨意見（委員） 

どういう形かにもよるが、多分、既存のジャージよりも値上がりした場合、金額面で

の助成みたいなもので、多少なりとも穴埋めしないと、不満が多くなると思うので、価

格の上限を定める等の対策が必要になると思う。 

⑩回答（事務局） 

物価高の関係により、同じものでも現状と比較して値上がりすることも想定される

が、安価なものを提案することもできると考える。 


